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事 業 報 告 
 

Ⅰ．総 括 

本年度は、大規模改修工事によりリニューアルした施設や設備の PR を

会員情報誌や会館の HP等を通じて行い、施設の利用促進を図った。 

文化事業については、下松市制施行 80 周年記念事業としてふさわしい

多種多彩なイベントの実施により、本物の文化芸術の鑑賞機会を提供し、

市民の皆様に鑑賞する楽しさや感動を与えることができた。 

また、市民の文化活動の発表及び参加の場を広げ、ホール以外の場でも

文化芸術に触れる機会を提供するため、地域の文化団体等によるハート・

フロアーコンサートの開催や市内保育園、福祉施設等への訪問コンサート

を実施した。さらに、ハート・フロアー事業の新たな展開として、「押し

花教室」等の文化芸術体験ワークショップを実施した。 

その他、防災訓練の新たな取り組みとして、保健センター職員及び市民

参加の下、下松警察署との合同で、不審者対策訓練を行い、施設内におけ

る危機管理体制の強化を図った。 

令和 2年 2月から国内で蔓延し始めた新型コロナウイルスの感染拡大防

止への対応として、利用者への安全面及び負担軽減に配慮し、常に下松市

教育委員会と連携・調整を行った上で、施設利用取消しにおける利用料金

の全額還付対応を始め、貸館行事の中止又は延期に関する相談対応、当館

HP での周知及びチケットの払い戻し業務の受託等を利用者と情報を密に

とり、積極的に取り組んだ。 

また、公益法人として法令を遵守し、公正かつ適正な事業を行うため、

積極的な情報公開と公益目的事業を推進した。 

 

Ⅱ．実施事業 

１．公益目的事業 

（１）主催公演等 

【事業内容】 

市民文化の向上と文化の薫り高いまちづくりを基本理念に、音楽、演 

劇、芸能等様々なジャンルのイベントを開催し、市民が文化にふれる機 

会を提供した。 

①文化芸術の鑑賞の機会を提供するコンサート等の開催 

②ハート・フロアーでのミニコンサート等の開催 

③青少年育成のための文化活動 

④本物の楽器等芸術を体験する機会の提供 
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⑤訪問コンサートの開催 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載、ポスターの掲示（設置先：下松市内公民館、 

県内文化施設等の約40箇所）、チラシの配布（配布先：下松市内公民館、 

県内文化施設等の約40箇所）、下松市広報への掲載、地域情報誌（地域 

情報新聞ほっぷ、サンデー周南等）への掲載、放送局各局（ケーブルテ 

レビ含む）のテレビ及びラジオスポット等 

（取組） 

① 文化芸術の鑑賞の機会を提供するコンサート等の開催 

市民文化の振興及び文化芸術の鑑賞の機会を提供するため、「純烈 

コンサート」、「南こうせつコンサート」、「サンドウィッチマンライ 

ブ」、「宮川大輔×ケンドーコバヤシトークライブ」、「劇団四季ミュー 

ジカル エビータ」、「辻井伸行ピアノリサイタル」、「米村でんじろう 

おもしろサイエンスショー」を実施した。また、国内で活躍している 

下松市出身の芸術家を広く市民に知っていただくため、京都市交響楽 

団所属のヴァイオリニスト相本朋子さんと楽団メンバーによる「室内 

楽のひととき in スターピア シリーズIV」、ピアニスト森永康夫さん 

によるピアノリサイタル「第3回ふるさとコンサート」、「the XAVYELLS 

コンサート」を実施した。 

（本年度実績）公演数 10事業、参加者 8,270人 

②ハート・フロアーでのミニコンサート等の開催 

日常のわずかな時間でも市民の皆様に文化を感じていただけるよ 

う、ハート・フロアーにおいて、気軽に参加できるミニコンサートを 

開催した。また、市内の幼稚園・保育園の園児による七夕飾りやクリ 

スマス飾りの展示を行った。さらに、文化芸術体験ワークショップと 

して「押し花教室」を実施した。 

（本年度実積）ﾊｰﾄ･ﾌﾛｱｰ事業 公演数 11事業、参加者 1,960人 

       ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ   公演数  1事業、参加者   40人 

③青少年育成のための文化活動 

未来を担う子供たちの豊かな情操を育む等、青少年育成のため、県 

内の中高校生を対象とした吹奏楽とダンスのコラボレーションによ 

るフェスティバル、市内全小学校高学年（一部学校は全校児童）を対 

象とした劇団四季ミュージカルの無料鑑賞会、子ども向けのジャズコ 

ンサート、クリスマスこどもフェスタを開催した。 

（本年度実績）公演数 4事業、参加者 3,500人 
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④本物の楽器等芸術を体験する機会の提供 

舞台芸術をより身近に感じてもらうため、舞台照明について仕込み 

から本番に至るまでの過程を体験できるバックステージツアー、第27 

回スタインウェイを弾く会（事前の申込みにより誰でも自由に弾くこ 

とが可能）を開催した。 

（本年度実績）参加者 バックステージツアー   30人 

スタインウェイを弾く会 150人 

 ⑤訪問コンサートの開催 

 ハート・フロアー出演団体を中心とした地域の文化団体による市内 

の幼稚園・保育園、福祉施設等へのアウトリーチ事業（訪問コンサー 

ト）を実施した。 

（本年度実積）公演数 4事業、参加者 290人 

 

（２）文化団体等支援事業 

【事業内容】 

市民の文化活動の活発化と発展を図るため、下松市を拠点に活動する 

地域の文化団体等が実施する文化振興活動を支援した。 

【支援対象者】 

下松市を拠点に活動する下松市文化協会（任意団体）、下松市吹奏楽 

団、切山歌舞伎保存会、降松星太鼓保存会、全国各地で巡回展覧会を実 

施する公益財団法人美育文化協会 

【支援方法】 

文化団体が実施する演奏会や展覧会等の開催にあたり、大ホールや展 

示ホール等の無償貸与（当財団が負担）、開催当日の準備等への協力、 

練習場の無償貸与（当財団が負担）等を行った。 

【参考】 

○下松市文化協会 

生涯学習社会の創造をめざし、市民の自主的な文化活動を育成・支 

  援することにより、地域文化の振興に寄与することを目的とする団体 

であり、10連盟55団体が加盟。 

○下松市吹奏楽団 

吹奏楽を通じて地域の文化活動に寄与することを目的として設立 

された団体で、市内唯一の市民誰もが入団できる吹奏楽団。市民吹奏 

楽団として広く市民に認知されており、「吹奏楽のまち下松」の牽引 

役ともいえる団体。 

 ○切山歌舞伎保存会 

   山口県指定無形民俗文化財である「切山歌舞伎」の保存、継承活動 

- 3 -



を続けている団体。青少年育成事業にも取り組んでおり、郷土の歴史 

を伝え、郷土愛を育む一環として「切山歌舞伎ワークショップ」を開 

催し、化粧、着付け、演技指導などを行い、後継者の育成に努めてい 

る。 

 〇降松星太鼓保存会 

   下松市制施行55周年を記念し、平成6年に発足。市内のイベントでの演奏 

の他、地元小学生への太鼓指導を実施する等、伝統芸能の普及と後進の育 

成に努めている。 

○公益財団法人美育文化協会 

美術教育の振興開発に関する諸活動を行い、もって教育文化の発展 

に寄与することを目的とする団体。世界児童画展（※）等を実施。 

※ 全国の幼稚園、小学校、中学校や海外各国の児童生徒作品を募 

集し、優秀な児童作品を全国各地にて巡回展覧し、美育教育・文 

化の振興を図った。 

（取組） 

①下松市文化協会の活動支援 

第40回下松市民吟詠発表会の開催にあたり、展示ホールを無償で貸 

  与した。 

・参加者 150人 

②下松市吹奏楽団の活動支援 

週2回、練習場としてリハーサル室を無償で貸与した。 

 ③切山歌舞伎保存会の活動支援 

   切山歌舞伎保存会結成45周年を記念した公演を開催するにあたり、 

大ホール等を無償貸与及び運営に係る業務の協力をした。 

  ・参加者 650人 

 ④降松星太鼓保存会の活動支援 

   降松星太鼓保存会設立25周年を記念した公演を開催するにあたり、 

  大ホールを無償貸与及び運営に係る業務の協力をした。 

  ・参加者 500人 

⑤公益財団法人美育文化協会の活動支援 

第49回世界児童画展山口県展の開催にあたり、展示ホールの無償 

  貸与及び展示に係る準備等の協力をした。 

・応募作品数 国内47,539点、海外51,688点、計99,227点 

・展示数等 入選作品等 県内229点、他県3点、海外31点 

・展示作品数 合計263点  

・参加者 1,000人 
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（３）芸術家（作家）活動支援事業 

【事業内容】 

市内で活躍する芸術家（作家）の中から、日頃の創作活動の成果を発 

表することを希望する者を募集し、個展の開催経費の一部を助成すると 

ともに、展示会開催準備に係る支援をした。 

【募集方法】 

募集要項をホームページに掲載するとともに、印刷物を市内公共施設 

等に配布した。 

・募集期間 平成31年1月11日から3月31日まで 

【対象者】 

下松市在住又は市内で活動する芸術家（作家）で、かつ県美展及び国 

内外の有名な展覧会（国展、日展、二科展）にて受賞歴があり、作品の 

展示を希望する者。共同で応募する場合は3名までとし、うち1名は必ず 

市内在住であること。 

【選考方法】 

すべての応募について有識者からなる選考委員会に諮り、選考基準に 

則り支援をする芸術家（作家）を決定した。 

（取組） 

本年度の助成者に「現代美術家 長瀬篤孝さん」と「写真家 上本ひ 

としさん」を選考し、二人展を開催。展示会の準備から撤収までの展示 

ホールの会場利用料を全額助成するとともに、展示会開催準備に係る支 

援をした。 

 今回から、この助成事業を少しでも多くの芸術家に活用いただけるよ 

う、複数での申し込みを可能にするなど応募資格等の見直しを行った。 

・作品準備期間 令和元年9月19日 

・作品展示期間 令和元年9月20日から9月24日まで 

・作品展示会場 スターピアくだまつ 展示ホール 

・展示作品数  現代美術作品 28点、 写真 100点 

・参加者 600人 

 

（４）施設貸与 

【事業内容】 

地域の学校及び幼稚園等の音楽・文化活動及び文化協会をはじめとす 

る地域の文化活動団体による発表の場として施設を貸与することによ  

り、地域文化の振興に寄与した。また、当財団が施設を利用し主催公演 

等を行うことで、市民に常時文化の鑑賞の機会を提供した。 

【対象者】一般 
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【周知方法】 

ホームページへの掲載及びパンフレット配布（設置先：下松市内公民 

館、県内文化施設等の約40箇所） 

【施設説明】 

大ホール(1,007席）1、展示ホール(360平方メートル、300人収容）1、

リハーサル室（217平方メートル、80人収容）1、練習室（39平方メート

ル、6人収容）1、会議室1（100平方メートル、50人収容）、会議室2 

（100平方メートル、50人収容）、会議室3（76平方メートル、40人収 

容）、会議室4（50平方メートル、18人収容）、会議室5（32平方メートル、 

9人収容）、和室1（20畳、20人収容）、和室2（6畳、6人収容）  

（取組） 

地域住民等の文化活動の場を提供するため、大ホール、展示ホール、 

リハーサル室、練習室、会議室、和室を貸与し、利用料金を徴収した。 

〇利用件数及び利用料 

・当財団の利用件数 31件、利用料 2,783,120円 

・地域の文化活動等の利用件数 710件、利用料 12,779,900円 

〇利用団体等 

ア 大ホール・展示ホール 

下松市文化協会謡曲連盟・音楽連盟・日舞連盟・邦楽連盟の発表会、 

ケイズバレエアート・YOSHIMURA DANCE CENTER・山口バレエアカデ 

ミーのバレエ発表会、学校法人四恩学園・下松慈光幼稚園園児の生 

活発表会、降松星太鼓保存会の練習、下松中学校吹奏楽部・末武中 

学校吹奏楽部・下松工業高校吹奏楽部の定期演奏会、音の広場・周 

南AMCのジャズコンサート、かみにしギター教室・ハーモニカサー 

クルのコンサート、墨泉会の書道展、山口県いけばな作家協会の 

生け花展示会、も美じ窯陶芸教室の作品展等 

イ リハーサル室、練習室、会議室、和室 

ERIKA BALLET、下松市吹奏楽団、下松女声合唱団、中央ダンス同好 

会、下松社交ダンス同好会、末武ダンスサークル、グループ楓水彩 

画教室、淡交会周防支部お茶会、周南山の会俳句会等 

 

（５）その他 

文化事業を効果的に推進するため、あらゆるメディアや会員情報誌

「Pia Mail」、ホームページ等を利用し、積極的に情報を発信した。ま 

た文化事業への参加者の増加と財団事業を円滑に運営するため、財団会 

員を募集し、本年度は、合計1,846人の会員数と総額2,403,500円の会費 

収入を得た。会員制度をより充実したものにするため、会員特約施設と 

- 6 -



の連携を図り、サービスの向上に努めた。 

  

２．収益目的事業  

（１）文化施設貸与事業 

【事業内容】 

文化施設の効率的な管理運営を図るため、公益目的以外で地域の団体 

及び個人等へ施設を貸与した。 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載及びパンフレット配布（設置先：下松市内公民 

館、県内文化施設等の約40箇所） 

（取組） 

大ホール、展示ホール、リハーサル室、練習室、会議室、和室を貸与 

し、利用料金を徴収した。 

○利用件数及び利用料 利用件数 660件、利用料 7,153,680円 

○貸与先等 

ア 大ホール、展示ホール 

下松市教育委員会成人式、下松市消防本部消防出初式、下松市健康 

福祉部健康長寿推進大会、下松市生活環境部生活安全大会、下松市 

総務部市制施行80周年記念式典、下松市社会福祉協議会大会、周南 

記念病院講演会、JA共済連山口講習会、下松地区労働者福祉協議会 

セミナー等 

イ リハーサル室、練習室、会議室、和室 

大木産業株式会社西中国支社、株式会社一条工務店、株式会社ワー 

ルドインテック、日総工産株式会社、山口県司法書士会、公益社団 

法人全国珠算教育連盟、東進衛星予備校、矢野健康体操等 

 

（２）会員のつどい及び共催事業 

【事業内容】   

会員のつどい及び地域団体と文化に関する共催事業を実施すること 

により、会員の親睦及び交流を図るとともに、地域住民へ鑑賞の機会を 

提供し、地域文化芸術の振興に寄与した。 

①会員のつどいの開催 

②地域団体との共催事業の開催 

【対象】スターピアくだまつ会員、中小企業勤労福祉協議会加入者、一般 

【周知方法】印刷物及びホームページ等 
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（取組） 

①会員のつどい 

会員のための文化事業を開催し、無料招待を行い鑑賞の機会を提供 

した。なお、一般に有料で提供した。 

・期日 令和2年2月7日 

・内容 柏木広樹&光田健一 二人旅コンサート 

・参加者 500人 

②下松市中小企業勤労福祉協議会との共催事業 

地域の関係団体と文化事業を共催することにより、地域住民へ鑑賞 

の機会を提供した。 

・期日 令和元年11月23日 

・内容 中小企業勤労者フェスタ（ものまね、歌謡ショー等）の開催 

・出演者 民秋&翔子、北海まさる、MIKKO 

・参加者 600人 

 

（３）物品販売等事業 

【事業内容】 

施設利用者の利便のためのチケット及び物品販売等の手数料を徴収 

した。 

（取組） 

・他団体のチケットを販売し、売上額の5～10パーセントを手数料と 

して徴収した。 

・CD、グッズ等の物品販売手数料の徴収(売上額の5パーセント) 

・自動販売機売上手数料の徴収(売上額の20パーセント) 

・物品販売等の収入額：1,504,422円 

 

３．その他 

（１）施設の改修・整備 

平成 30 年 3 月から 8 月末にかけて実施した大規模改修工事により、

老朽化に伴う改修工事が概ね完了した。引き続き常に良好な維持管理に

努めるため、施設及び設備面における定期的な補修等を行った。また、

施設の利用促進を図るため、リニューアルされた施設の PR を行った。 

本年度においては、次のとおり改修・整備を行った。 

ア 冷温水発生器 1 号機オーバーホール 

イ 展示ホール床昇降機構ユニバーサルジョイント不良部分の一部 

交換 

ウ 自家発電機バッテリー及び充電器交換 

- 8 -



エ 和室 1・2 カーテン交換 

オ 大ホールスタインウェイピアノ鍵盤蓋の塗装 

カ 医師会電力計交換 

 

（２）施設の利用状況 

本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うイベントの自粛等 

により、2 月中旬以降の大ホール及び展示ホールの行事が、概ね中止又 

は延期となった。さらに、3月初旬からは、リハーサル室等での運動等 

に類する目的での利用者に対して、施設利用の自粛要請を行った。以上 

のことから、会議室等の利用自粛を含め、施設全体において利用率及び 

利用料収入が著しく低下した。 

利用者数は延べ 163,116 人（前年度比 154.9％）、利用料収入は

22,716,700円（前年度比 140.7％）、利用件数 2,100件（前年度比 166％）

であった。（前年は、施設改修工事のため 8月末まで休館） 

利用率は、大ホールが 60.8％で例年と比べると約 25％減、展示ホー

ルが 51.5％で例年より約 7％下がった。リハーサル室は 88.6％で、ほぼ

例年並み、練習室は 92.8％で例年より高い利用率となった。会議室・和

室 7室の内、会議室 1は 47.2％で例年と比べ約 5％減、会議室 2は 50.2％

で例年より約 2％低かった。他の 5室は例年より 10％以上の低い利用率

となった。 

次に、利用者の利便性及び利用率向上を図るため、平成 29 年に新設

した展示ホールの練習利用について、本年度の利用件数は 19 件であっ

た。 

 

（３）運営改善 

 事業運営においては、会館職員が出演しリニューアルされた施設の紹

介やイベントの PR を行う情報番組を制作し、K ビジョンで 4 月から 9 月

までの間で、全 12 回の番組を放送した。また、会館ホームページにつ

いて、スマホ対応を始め、デザイン面の刷新や機能面の充実に配慮し全

面リニューアルした。 

 施設運営においては、消費税改正に合わせ、利用料収入の増加を図る

ため、現在の利用状況に即した全体的な利用区分毎の料金調整と一部施

設の利用料金の見直しを行った。また、施設の行事案内表示について、

お客様から分かりづらいとのご指摘があり、既存の案内表示パネルを大

ホール前エントランスロビーの目立つ場所へ移動し、さらに、市内団体

からの寄贈による「デジタルサイネージ」を増設し改善を図った。 
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（４）防災対策 

下松市文化健康センター内において、定期的に防災会議を開き、防災 

・危機管理マニュアルの整備や防災訓練を計画実施した。防災訓練につ 

いては、保健センターと共同でホール来場者の避難誘導訓練（予備訓練 

も実施）を実施した。また、救助訓練として AED 研修を実施した。さら 

に、下松警察署と合同によるテロ対策訓練（不審者対応訓練）を実施し 

た。この他、利用者の防災意識を高めるため、災害時の対応について催 

物の打合せの際に説明をする等啓発活動を行い、緊急時に対応できる体 

制づくりに努めた。 

 

（５）職員研修 

職場内において、業務の遂行に必要な専門的知識・技術の習得を目的

とした電気主任技術者による電気設備取扱者研修や備品研修を実施し

た。また、実務のスキルアップを図るため、事務研修を実施した。 

- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



参考資料 3-（1） 

令和元年度自主事業（ホール事業）一覧 

開催日 事 業 名 会 場 入場者数 事 業 内 容 

7/7(日) 
純烈 

JUNRETSU CONCERT 2019 
大ホール 960 

男性歌謡コーラスグループ「純烈」初の

全国ツアーコンサートを実施。 

（tysテレビ山口、エムズプロデュース

との共催） 

8/3(土) 

下松市制施行 80周年記念 

南こうせつコンサートツアー 

2019 ～いつも歌があった～ 

大ホール 920 
デビュー50周年を記念した「南こうせつ」

の全国ツアーコンサートを実施。 

（キャンディープロモーションとの共催） 

8/25(日) 
スターピアくだまつ 

バックステージツアー 
大ホール 30 

舞台職員による照明機材の基礎講座と仕

込みから本番までの一連の舞台業務が体

験できる照明教室を実施。 

9/13(金) 

～17(火) 

下松市制施行 80周年記念 

第 49回世界児童画展 

山口県展 

展示ホール 1,000 

国内及び海外 26ヵ国から応募された子供

達の絵画作品約 10万点の内、入選等の作

品約 260点を展示。 

{(公財)美育文化協会との共催}  

9/16(月) 

下松市制施行 80周年記念 

切山歌舞伎公演 

保存会結成 45周年記念公演 

大ホール 650 
切山歌舞伎保存会結成 45周年を記念した

公演を実施。 

（切山歌舞伎保存会との共催） 

9/20(金) 

～24(火) 

下松市制施行 80周年記念 

芸術家(作家)活動支援事業 

長瀬篤孝・上本ひとし 

二人展 過去から未来へ 
ビビッドアート＆モノクロームフォト 

展示ホール 600 

市内で活躍されている芸術家の創作活動

の発表の場に対して助成、支援し、その

作品を市民の皆様に鑑賞して頂く機会を

提供する事業。今年度は、現代美術作家

長瀬篤孝さんと写真家 上本ひとしさん

の二人展で合計 128点の作品を展示。 

9/21(土) 

下松市制施行 80周年記念 

サンドウィッチマン 

ライブツアー2019 

大ホール 920 

幅広い年齢層から人気のお笑い芸人「サ

ンドウィッチマン」の全国ツアーライブ

を実施。 

（キャンディープロモーションとの共催） 

10/13(日) 

宮川大輔×ケンドーコバヤシ 

トークライブ 

あんぎゃー 山口公演 

大ホール 970 
お笑い芸人の「宮川大輔」と「ケンドー

コバヤシ」のトークライブを実施。 

（KRY 山口放送との共催） 

10/17(木) 

令和元年度青少年育成事業 

“劇団四季 こころの劇場” 

ファミリーミュージカル 
『カモメに飛ぶことを教えた猫』 

大ホール 780 

生の舞台芸術の鑑賞を通して、未来を担

う子ども達の豊かな情操を育むことを目

的とした事業。劇団四季の御協力の下、

市内小学校 5・6年生の児童を対象にミュ

ージカルの無料鑑賞会を実施。 
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開催日 事 業 名 会 場 入場者数 事 業 内 容 

10/30(水) 

下松市制施行 80周年記念 

浅利慶太追悼公演 

劇団四季ミュージカル 

「エビータ」 

大ホール 950 

劇団四季の創設者である浅利慶太の追悼

公演としてミュージカル「エビータ」を

実施。 

（KRY山口放送との共催） 

11/10(日) 

吹奏楽 deダンス 

吹ダン！フェスティバル 

inスターピア Vol.2 

大ホール 500 

吹奏楽とダンスのコラボレーションによ

るフェスティバルを開催。県内の中学校

2校（内 1校は市内）と高等学校 3校が

出演。 

（KRY山口放送との共催） 

11/17(日) 

下松市制施行 80周年記念 

文化ジョイント 2019 

第 40回下松市民吟詠発表会 

展示ホール 150 
下松市文化協会詩吟連盟所属の会員約 40

名による詩吟の発表会を実施。 

（下松市文化協会との共催） 

11/23(土) 

下松市制施行 80周年記念 

第 19 回 

下松市中小企業勤労者フェスタ 

大ホール 600 

MIKKOハッピーライブ、北海まさる歌謡

ショー、民秋&翔子のものまねやお楽しみ

抽選会を実施。 

(下松市中小企業勤労福祉協議会との共催) 

11/30(土) 

下松市制施行 80周年記念 

森永康夫ピアノリサイタル 
～第 3回ふるさとコンサート～ 

展示ホール 280 

下松市出身のピアニスト「森永康夫」の

ピアノリサイタルを実施。2部ではチェ

リスト「Yuran」と共演。 

（森永康夫ピアノリサイタル実行委員会

との共催） 

12/1(日) 

下松市制施行 80周年記念 

0才からの 

ジャズコンサート 

（3回公演） 

リハー 

サル室 
250 

ニューヨークで活躍するピアニスト「ク

ニ三上」による赤ちゃんから大人まで楽

しめる本格ジャズコンサートを実施。 

（オフィスヨコタとの共催） 

12/22(日) 

KRYクリスマス 

こどもフェスタ 2019 

（2回公演） 

大ホール 1,970 

ファンタジッククリスマスコンサートや

お楽しみ抽選会を実施。お子様には、お

菓子の詰め合せをプレゼント。 

（KRY山口放送との共催） 

1/13(月) 

下松市制施行 80周年記念 

降松星太鼓保存会 

設立 25周年記念  

一日限りの祭衆 特別公演 

大ホール 500 
降松星太鼓保存会設立 25周年を記念した

公演を実施。 

（降松星太鼓保存会との共催） 

1/17(金) 

～19(日) 

第 27 回 

スタインウェイを弾く会 
大ホール 150 

開館当初から継続している大ホールのス

タインウェイピアノを一般開放し自由に

弾いていただく会を開催。（参加者 85名） 

1/26(日) 

大和証券グループ presents 

辻井伸行日本ツアー2020 

“バラード” 

大ホール 970 

世界的に高い評価を受けるピアニスト

「辻井伸行」の全国ツアーコンサートを

実施。 

（KRY山口放送との共催） 
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開催日 事 業 名 会 場 入場者数 事 業 内 容 

2/1(土) 

下松市制施行 80周年記念 

米村でんじろう 

おもしろサイエンスショー 

inくだまつ（2回公演） 

大ホール 2,000 
「米村でんじろう」のサイエンスショー

を実施。 

（KRY山口放送との共催） 

2/7(金) 
令和元年度会員のつどい 

柏木広樹&光田健一 

二人旅コンサート 
大ホール 500 

チェリスト「柏木広樹」とピアニスト・

シンガーソングライター「光田健一」の

コンサートを実施。 

（スターピア会員ご招待） 

2/8(土) 

アカペラグループ 

the XAVYELLS  

New Album Release TOUR  

in 山口 

展示ホール 100 

下松市出身のメンバーを含む 6人の男性

アカペラグループ「ザ・ザビエルズ」の

ライブを実施。 

（ビルボードとの共催） 

2/15(土) 

室内楽のひととき 

inスターピア シリーズ IV 
～シューマンと若き日のブラームス～ 

展示ホール 200 

下松市出身で京都市交響楽団所属のヴァ

イオリニスト「相本朋子」を中心とした

ピアノ三重奏のコンサートを実施。 

（室内楽のひととき inスターピア実行

委員会との共催） 

年 間 ハート・フロアー事業 
ハート・ 

フロアー 
1,960 別紙 ハート・フロアー事業一覧に記載。 

年 間 文化芸術ワークショップ 
ハート・ 

フロアー 
40 別紙 文化芸術ワークショップに記載。 

年 間 アウトリーチ事業 － 290 別紙 アウトリーチ事業一覧に記載。 

年 間 下松市吹奏楽団支援 
リハー 

サル室 
 

吹奏楽のまち支援事業の一環として、練

習場（リハーサル室）の会場費を援助。 

年 間 
会員情報誌  

Pia Mail 発刊 
  会員情報誌の発刊 
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参考資料 3－(2) 

令和元年度自主事業（ハート･フロアー事業）一覧 

開催日 事 業 名 来場者数 事 業 内 容 

4/7（日） 

14:00～15:05 

アップロード 

フォークソングコンサート 
140 

光市を中心に活動する男性 3 人のバンド

によるフォークソングコンサート。 

＊出演／バンドグループ アップロード 

5/18（土） 

14:00～15:05 

コーラスグループ 

“さにぃすぽっと” 

～うたの贈りもの～ 

160 

20代～50代までの女性 10人のコーラスグ

ループによるコンサート。ポップスや叙情

歌を披露。 

＊出演／コーラスグループ さにぃすぽっと 

6/9（日） 

14:00～15:05 

ギター&二胡 

アンサンブルコンサート 
190 

市内で活動するギターグループと二胡奏

者によるアンサンブルコンサート。ポップ

スや歌謡曲を演奏。 

＊出演／ギターアンサンブル レインボー 

    ギタにこレシピ 

7/2（火）    

～7（日） 

子ども達の短冊による 

七夕飾り（展示） 
300 

下松慈光幼稚園、四恩幼稚園、第 2四恩幼

稚園の3歳以上の園児約270名による手作

りの短冊を展示。 

7/20（土） 

14:00～15:05 

～篠笛&ギター～ 

アンサンブルコンサート 
150 

光市の篠笛教室のメンバーとギター奏者

によるアンサンブルコンサート。ポップス

やアニメソング、童謡を演奏。 

＊出演／篠笛：松村寧、畑野凪 

       篠笛教室「寧」 

    ギター：小林朋広 

10/14（月） 

14:00～15:15 

バンドグループ 

“ポップコーン” 

フォークソングをご一緒に・・ 

130 

周南地域で活動する男女 6 人編成のバン

ドによるフォークソングのコンサート。 

＊出演／バンドグループ ポップコーン 

10/20（日） 

14:00～14:55 

コーラスグループ 

“クリスタル Moon” 

～歌の花束～ 

150 

聴きごたえのあるハーモニーが魅力の女

性 7 人のコーラスグループによるコンサ

ート。ポップスや唱歌を披露。 

＊出演／コーラスグループ クリスタル Moon 

11/17（日） 

14:00～15:05 
ギター・マンドリンコンサート 200 

光市を中心に活動する総勢 25 人のメンバ

ーによるギターとマンドリンのコンサー

ト。映画音楽や歌謡曲を演奏。 

＊出演／光ギター・マンドリンクラブ 
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開催日 事 業 名 来場者数 事 業 内 容 

 12/15（日） 

14:00～15:05 

ヴォーカルアンサンブル 

“WISH” 

新しい時代に～君といつまでも～ 

160 

周南地域で活動する女性 5 人のヴォーカ

ルグループによるコンサート。クリスマス

ソングやポップスを披露。 

＊出演／ヴォーカルアンサンブル WISH 

12/19（木） 

 ～25（水） 

子ども達のハンドペイントに 

よるクリスマス飾り（展示） 
200 

妹背幼稚園、久保幼稚園、下松暁の星幼稚

園の 3歳以上の園児約 130名によるクリス

マスをテーマにしたハンドペイント作品

を展示。 

1/12（日） 

14:00～15:05 
箏のしらべ 180 

市内で活動する邦楽グループによる箏と

フルートのコンサート。 

＊出演／邦楽アンサンブル「結」の会 

フルート：田谷郁子 

＊3/15（日）に開催を予定していた「尺八＆ギターwithフラダンス」は、新型コロナウイルス 

感染拡大防止の為、中止した。 

 

 

参考資料 3－(3) 

令和元年度自主事業（文化芸術体験ワークショップ）（ハート・フロアー） 

開催日 事 業 名 参加者数 事 業 内 容 

8/4（日） 

①10:30～12:00 

②13:30～15:00 

 

文化芸術体験ワークショップ 

～押し花 体験してみませんか～ 
40 

気軽に文化芸術に触れ興味を持っていた

だくことを目的とした事業。第 1回目は、

「押し花体験教室」を開催。夫婦や多く

の親子連れが参加。 

＊協力／押し花サークル「花織絵」 

＊3/29（日）に開催を予定していた「ビー玉で絵を描こう❣」は、新型コロナウイルス感染拡 

 大防止の為、中止した。 
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参考資料 3－(4) 

令和元年度自主事業（アウトリーチ事業）一覧 

開催日 事 業 名 鑑賞者数 事 業 内 容 

 7/22（月） 

13:30～14:15 

プレイバック青春 

～思い出の曲をご一緒に～ 
50 

女性 4人のコーラスグループによるコンサ

ート。童謡や歌謡曲を披露。 

＊訪問先／さくら苑 デイサービスセンター 

＊出演者／アンサンブル M4 

 8/23（金） 

14:00～14:45 
オカリナコンサート 30 

オカリナとギターのコンサート。童謡や歌

謡曲を演奏。 

＊訪問先／デイサービスセンター ねがい星 

＊出演者／オカリナグループ カナリーノ 

ギター：田村建治 

 12/5（木） 

10:30～11:10 
箏の音色を楽しもう！ 130 

箏や太鼓、三味線による幼児向けの邦楽コ

ンサート。童謡やアニメソングを演奏。 

＊訪問先／鋼鈑幼稚園 

＊出演者／邦楽アンサンブル「結」の会 

 2/6（木） 

10:00～10:45 
♬うたのおさんぽ♬ 80 

幼児向けの歌のコンサート。ペープサート

を用いた演出で、童謡やアニメソングを披

露。 

＊訪問先／久保幼稚園 

久保・妹背 2園合同鑑賞 

＊出演者／アフェット 

 

 

自主事業入場者数 

 

 
大ホール 展示ホール 

リハー 

サル室 

ハート・ 

フロアー 

アウト 

リーチ 
合 計 

自主事業 

入場者数 
13,370 2,330 250 2,000 290 18,240 

 

- 20 -



年　度
種　別

266 246 236 229 324 320 297 253 260 221

件　数 394 364 350 324 363 330 319 284 252 215

人　数 1,532 1,388 1,333 1,279 1,393 1,277 1,253 1,077 969 814

件　数 59 60 58 57 55 55 55 55 53 51

人　数 826 817 802 779 773 759 759 750 739 723

件　数 719 670 644 610 742 705 671 592 565 487

人　数 2,624 2,451 2,371 2,287 2,490 2,356 2,309 2,080 1,968 1,758

年　度
種　別

222 248 242 256 210 201 367

件　数 195 208 205 206 182 175 239

人　数 730 753 736 745 660 622 844

件　数 51 50 50 47 46 45 45

人　数 713 699 681 653 638 626 635

件　数 468 506 497 509 438 421 651

人　数 1,665 1,700 1,659 1,654 1,508 1,449 1,846

家族

団体

個　　人

25年度 26年度 27年度 28年度

21年度 23年度19年度

29年度

団体

16年度

　参考資料４

　　会員の推移

18年度 20年度

家族

合計

合計

24年度22年度17年度

個　　人

30年度 R1年度

15年度

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

団体

家族

個人

（人）
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役　職 氏　　　　名 就　任　年　月　日 任　期

副理事長 福　永　　　學 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

常務理事 坂  田  祐  次 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 弘　中　伸　寬 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 濱　安　　　崇 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 清　光　隼　人 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 原　猛 令和元年12月10日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 水  津  裕  司 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 溝　江　利　之 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 玉　川　良　雄 令和元年12月10日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 杉　田　昌　士 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 山　下　竜　登 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 三奈木  悦  子 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

理　　事 田　村　惠　代 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

監　　事 弘　中　美　光 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

監　　事 玉　井　哲　郎 令和元年6月24日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

役　職 氏　　　　名 就　任　年　月　日 任　期

評　議　員 近  藤　桂志郎 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 井　川　明　美 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 中　林　恵　次 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 後　　　蓉　子 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 中　村　謙　一 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 安  野  政  行 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 市　川　正　紀 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 金　織　俊　弘 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 藤　田　素　子 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

評　議　員 白　木　靖　子 平成29年6月19日
令和2年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和3年6月）

Ⅲ．庶務事項

　　１．組　織

　　（２）　評議員　（令和2年3月31日現在）

　　（１）　理事及び監事　（令和2年3月31日現在）

※令和元年12月10日棟近昭典理事長の辞任につき、福永學副理事長が理事長業務を代行。
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（３）事務局

事務局長 （１）

事務局次長 （１）

管理係長 事業係長 技術係長（次長兼務）

　　　　　　　（１）

管理係 事業係 技術係

主任（正規職員） （技術係兼務） （１）

嘱託・臨時職員 （2） （１） （事業係兼務）

（令和2年3月31日現在）

　　　　　　　　（１） 　　

＊職員総数は、8名。
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会議の名称 開催年月日

事項について

・平成30年度事業報告について

・公益財団法人下松市文化振興財団再雇用規程の一部を改正する

・令和元年度第2回臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

・平成30年度事業報告について

・公益財団法人下松市文化振興財団就業規則の一部を改正する

規則について

について

・公益財団法人下松市文化振興財団嘱託及び臨時職員等就業規則

第3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成し

Ⅳ．附属明細書について

・公益財団法人下松市文化振興財団嘱託及び臨時職員等就業規則

・理事長、副理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

・専決処分した公益財団法人下松市文化振興財団職員の給与に関

第2回定時理事会

の一部を改正する規則について

令和2年
3月6日（金）

　令和元年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条

・理事長の辞任について

ていない。

・平成30年度決算報告について

について

・令和2年度公益財団法人下松市文化振興財団事業計画及び収支

・副理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

　２．評議員会等の開催状況について

第1回定時理事会
令和元年
6月3日（月）

第2回臨時理事会
令和元年
11月28日(木)

主な議決事項等

・平成30年度決算報告について

規程について

第2回
臨時評議員会

令和2年
3月16日(月)

・令和元年度定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項

・令和2年度公益財団法人下松市文化振興財団事業計画及び収支

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

する規程の一部を改正する規程の承認について

定時評議員会
令和元年
6月24日（月）

・理事及び監事の選任について

臨時理事会
令和元年
6月24日(月）

・理事長、副理事長及び常務理事の選定について

の一部を改正する規則について

・令和元年度臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項

臨時評議員会
令和元年
12月10日(火)

・理事長の辞任について

・定款の変更について

・理事の選任について
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決  算  報  告  書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　  現金預金 24,107,096 30,102,768 △ 5,995,672

　　　      未収金 50,759 55,474 △ 4,715

　　　      前払金 66,605 65,075 1,530

　 　　　流動資産合計 24,224,460 30,223,317 △ 5,998,857

　２．固定資産

　　（1) 基本財産

　　　　　　定期預金 100,000,000 100,000,000 0

　　　　 基本財産合計 100,000,000 100,000,000 0

　　（2）特定資産

　　　　　　退職給付引当資産 42,533,898 39,886,439 2,647,459

　　　　　　自主事業調整積立金 15,000,000 15,000,000 0

　　　　　　財政調整基金 10,809,290 10,809,290 0

　　　　 特定資産合計 68,343,188 65,695,729 2,647,459

　　（3）その他の固定資産

　　　　　　車輌運搬具 2 2 0

　　　　　　備品 20 20 0

　　　　　その他の固定資産合計 22 22 0

　　　　　固定資産合計 168,343,210 165,695,751 2,647,459

　　　　　資産合計 192,567,670 195,919,068 △ 3,351,398

Ⅱ　負債の部

　１.　流動負債

　　　       未払金 17,352,238 22,509,972 △ 5,157,734

　　　       未払法人税等 119,600 105,400 14,200

　　　　　   前受金 2,911,150 3,254,260 △ 343,110

　　　　　   預り金 3,531,672 4,043,885 △ 512,213

　　　　　流動負債合計 23,914,660 29,913,517 △ 5,998,857

　２.　固定負債

　　　　　　 退職給付引当金 42,533,898 39,886,439 2,647,459

　　　　　固定負債合計 42,533,898 39,886,439 2,647,459

　　　　　負債合計 66,448,558 69,799,956 △ 3,351,398

Ⅲ　正味財産の部

　１.　指定正味財産

　　　　　指定正味財産合計 100,000,000 100,000,000 0

　２.　一般正味財産

　　　　　一般正味財産合計 26,119,112 26,119,112 0

　　　　　正味財産合計 126,119,112 126,119,112 0

　　　　　負債及び正味財産合計 192,567,670 195,919,068 △ 3,351,398

　貸借対照表

  (単位：円)
令和２年３月３１日現在
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科　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業等
会　　計

法人会計
内部取引

消去
合　　計

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　　  現金預金 17,075,778 5,850,139 1,181,179 0 24,107,096
　　　      未収金 17,174 17,832 15,753 0 50,759
　　　      前払金 53,405 8,778 4,422 0 66,605
　 　　　流動資産合計 17,146,357 5,876,749 1,201,354 0 24,224,460
　２．固定資産
　　（1) 基本財産
　　　　　　定期預金 100,000,000 0 0 0 100,000,000
　　　　 基本財産合計 100,000,000 0 0 0 100,000,000
　　（2）特定資産
　　　　　　退職給付引当資産 34,027,118 5,954,746 2,552,034 0 42,533,898
　　　　　　自主事業調整積立金 0 0 15,000,000 0 15,000,000
　　　　　　財政調整基金 0 0 10,809,290 0 10,809,290
　　　　 特定資産合計 34,027,118 5,954,746 28,361,324 0 68,343,188
　　（3）その他の固定資産
　　　　　　車輌運搬具 1 1 0 0 2
　　　　　　備品 16 4 0 0 20
　　　　　その他の固定資産合計 17 5 0 0 22
　　　　　固定資産合計 134,027,135 5,954,751 28,361,324 0 168,343,210
　　　　　資産合計 151,173,492 11,831,500 29,562,678 0 192,567,670
Ⅱ　負債の部
　１.　流動負債
　　　       未払金 14,287,037 2,077,580 987,621 0 17,352,238
　　　       未払法人税等 0 119,600 0 0 119,600
　　　　　   前受金 2,425,840 485,310 0 0 2,911,150
　　　　　   預り金 408,070 3,092,379 31,223 0 3,531,672

　　　　　流動負債合計 17,120,947 5,774,869 1,018,844 0 23,914,660

　２.　固定負債
　　　　　　 退職給付引当金 34,027,118 5,954,746 2,552,034 0 42,533,898
　　　　　固定負債合計 34,027,118 5,954,746 2,552,034 0 42,533,898

　　　　　負債合計 51,148,065 11,729,615 3,570,878 0 66,448,558
Ⅲ　正味財産の部
　１.　指定正味財産
　　　　　指定正味財産合計 100,000,000 0 0 0 100,000,000

　２.　一般正味財産
　　　　　一般正味財産合計 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

　　　　　正味財産合計 100,025,427 101,885 25,991,800 0 126,119,112
　　　　　負債及び正味財産合計 151,173,492 11,831,500 29,562,678 0 192,567,670

　貸借対照表内訳表

令和２年３月３１日現在
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

- 26 -



科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 9,998 9,998 0

　　　　 会費収益 2,403,500 1,866,000 537,500

　　　　 事業収益 127,259,102 126,982,864 276,238

　　　　　　文化事業入場料 187,000 4,300,100 △ 4,113,100

　　　　　　管理運営受託料 115,072,102 110,682,764 4,389,338

　　　　　　文化事業受託料 12,000,000 12,000,000 0

　　　　 利用料収益 22,716,700 16,143,900 6,572,800

　　　　 雑収益 1,511,003 1,605,599 △ 94,596

　　　　　  受取利息 6,581 14,095 △ 7,514

　　　　　　販売手数料 894,800 433,905 460,895

　　　　　　その他雑収入 609,622 1,157,599 △ 547,977

　　　経常収益計 153,900,303 146,608,361 7,291,942

　（２）経常費用

　　　 事業費 137,467,984 131,500,026 5,967,958

　　　　　役員報酬 1,088,000 1,632,000 △ 544,000

　　　　　給  料 18,112,920 17,843,520 269,400

　　　　　職員手当 11,565,842 11,064,793 501,049

　　　　　福利厚生費 5,769,264 5,520,542 248,722

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 4,966,097 4,261,705 704,392

　　　　　旅費交通費 0 44,000 △ 44,000

　　　　　消耗品費 2,046,760 1,228,819 817,941

　　　　　消耗什器備品費 291,860 875,100 △ 583,240

　　　　　食糧費 40,546 200,584 △ 160,038

　　　　　燃料費 49,912 59,971 △ 10,059

　　　　　印刷製本費 2,363,320 2,304,434 58,886

　　　　　光熱水料費 17,224,428 14,541,631 2,682,797

　　　　　修繕費 3,005,592 3,386,869 △ 381,277

　　　　　通信運搬費 1,089,886 877,069 212,817

　　　　　宣伝広告費 216,000 1,512,000 △ 1,296,000

　　　　　保険料 166,487 210,839 △ 44,352

　　　　　手数料 56,906 197,240 △ 140,334

　　　　　委託料 49,663,800 46,897,684 2,766,116

　　　　　賃借料 8,197,734 8,183,048 14,686

　　　　　雑費 273,902 184,912 88,990

　　　　　支払負担金・補助金 3,506,502 3,633,205 △ 126,703

　　　　　租税公課費 5,283,615 3,882,080 1,401,535

　　　　　退職給付費用 2,488,611 2,957,981 △ 469,370

正味財産増減計算書

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　目 当年度 前年度 増　減

　　　管理費 16,309,119 15,002,935 1,306,184

　　　　　役員報酬 638,600 675,900 △ 37,300

　　　　　給  料 1,261,080 1,244,880 16,200

　　　　　職員手当 608,729 582,357 26,372

　　　　　福利厚生費 334,255 336,426 △ 2,171

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 168,893 145,095 23,798

          旅費交通費 2,880 0 2,880

　　　　　消耗品費 403,891 482,205 △ 78,314

　　　　　燃料費 5,546 6,664 △ 1,118

　　　　　印刷製本費 228,642 197,323 31,319

　　　　　光熱水料費 3,858,056 3,185,919 672,137

　　　　　修繕費 215,836 243,216 △ 27,380

　　　　　通信運搬費 53,590 32,316 21,274

　　　　　宣伝広告費 32,800 37,800 △ 5,000

　　　　　保険料 7,813 12,741 △ 4,928

　　　　　手数料 329,082 280,800 48,282

　　　　　委託料 6,070,208 5,423,460 646,748

　　　　　賃借料 352,942 327,360 25,582

　　　　　支払負担金・補助金 1,299,343 1,366,996 △ 67,653

　　　　　租税公課費 278,085 204,320 73,765

　　　　　退職給付費用 158,848 188,807 △ 29,959

　　　　　減価償却費 0 28,350 △ 28,350

　　　経常費用計 153,777,103 146,502,961 7,274,142

        評価損益等調整前当期経常増減額 123,200 105,400 17,800

　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　当期経常増減額 123,200 105,400 17,800

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益 0 0 0

　　　   経常外収益計 0 0 0

　　（２）経常外費用 0 0 0

　　　   経常外費用計 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 123,200 105,400 17,800

　　　　　法人税、住民税及び事業税 123,200 105,400 17,800

　　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0

　　　　　一般正味財産期首残高 26,119,112 26,119,112 0

　　　　　一般正味財産期末残高 26,119,112 26,119,112 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 100,000,000 100,000,000 0

　　　　　指定正味財産期末残高 100,000,000 100,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 126,119,112 126,119,112 0

（単位：円）
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科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　基本財産運用益 9,998 0 0 9,998

　　　　会費収益 1,244,500 1,159,000 0 2,403,500

　　　　事業収益 98,913,918 12,038,898 16,306,286 0 127,259,102

　　　　　　文化事業入場料 0 187,000 0 187,000

　　　　　　管理運営受託料 86,913,918 11,851,898 16,306,286 115,072,102

　　　　　　文化事業受託料 12,000,000 0 0 12,000,000

　　　　利用料収益 15,563,020 7,153,680 0 22,716,700

　　　　雑収益 3,190 1,504,980 2,833 0 1,511,003

　　　　　  受取利息 3,190 558 2,833 6,581

　　　　　　販売手数料 0 894,800 0 894,800

　　　　　　その他雑収入 0 609,622 0 609,622

　　　経常収益計 115,734,626 21,856,558 16,309,119 0 153,900,303

　（２）経常費用

　　　 事業費 118,338,675 19,129,309 0 0 137,467,984

　　　　　役員報酬 952,000 136,000 1,088,000

　　　　　給  料 15,364,920 2,748,000 18,112,920

　　　　　職員手当 9,897,926 1,667,916 11,565,842

　　　　　福利厚生費 4,940,255 829,009 5,769,264

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 4,268,404 697,693 4,966,097

　　　　　消耗品費 1,423,281 623,479 2,046,760

　　　　　消耗什器備品費 248,081 43,779 291,860

　　　　　食糧費 10,450 30,096 40,546

　　　　　燃料費 44,366 5,546 49,912

　　　　　印刷製本費 2,206,072 157,248 2,363,320

　　　　　光熱水料費 14,769,070 2,455,358 17,224,428

　　　　　修繕費 2,577,142 428,450 3,005,592

　　　　　通信運搬費 1,037,623 52,263 1,089,886

　　　　　宣伝広告費 216,000 0 216,000

　　　　　保険料 127,900 38,587 166,487

　　　　　手数料 22,515 34,391 56,906

　　　　　委託料 42,976,307 6,687,493 49,663,800

　　　　　賃借料 7,411,017 786,717 8,197,734

　　　　　雑費 104,521 169,381 273,902

　　　　　支払負担金・補助金 3,006,647 499,855 3,506,502

　　　　　租税公課費 4,616,211 667,404 5,283,615

　　　　　退職給付費用 2,117,967 370,644 2,488,611

正味財産増減計算書内訳表

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合　計

　　　 管理費 0 0 16,309,119 0 16,309,119

　　　　　役員報酬 638,600 638,600

　　　　　給  料 1,261,080 1,261,080

　　　　　職員手当 608,729 608,729

　　　　　福利厚生費 334,255 334,255

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 168,893 168,893

　　　　　旅費交通費 2,880 2,880

　　　　　消耗品費 403,891 403,891

　　　　　燃料費 5,546 5,546

　　　　　印刷製本費 228,642 228,642

　　　　　光熱水料費 3,858,056 3,858,056

　　　　　修繕費 215,836 215,836

　　　　　通信運搬費 53,590 53,590

　　　　　宣伝広告費 32,800 32,800

　　　　　保険料 7,813 7,813

　　　　　手数料 329,082 329,082

　　　　　委託料 6,070,208 6,070,208

　　　　　賃借料 352,942 352,942

　　　　　支払負担金・補助金 1,299,343 1,299,343

　　　　　租税公課費 278,085 278,085

　　　　　退職給付費用 158,848 158,848

　　　経常費用計 118,338,675 19,129,309 16,309,119 0 153,777,103

　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,604,049 2,727,249 0 0 123,200

　　　評価損益等計 0 0 0 0 0

　　　　当期経常増減額 △ 2,604,049 2,727,249 0 0 123,200

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益 0 0 0 0 0

　　　   経常外収益計 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用 0 0 0 0 0

　　　   経常外費用計 0 0 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0

　　　    他会計振替額 2,604,049 △ 2,604,049 0 0 0

　　　　税引前当期一般正味財産増減額 0 123,200 0 0 123,200

　　法人税、住民税及び事業税 0 123,200 0 0 123,200

　　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 0

　　　　　一般正味財産期首残高 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

　　　　　一般正味財産期末残高 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 100,000,000 0 0 0 100,000,000

　　　　　指定正味財産期末残高 100,000,000 0 0 0 100,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 100,025,427 101,885 25,991,800 0 126,119,112

（単位：円）
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(単位：円)
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　定期預金 100,000,000 0 0 100,000,000

小　計 100,000,000 0 0 100,000,000
特定資産
　　退職給付引当資産 39,886,439 2,647,459 0 42,533,898
　　自主事業調整積立金 15,000,000 0 0 15,000,000
　　財政調整基金 10,809,290 0 0 10,809,290

小　計 65,695,729 2,647,459 0 68,343,188
合　計 165,695,729 2,647,459 0 168,343,188

(単位：円)

科　　目 当期末残高
うち指定正味財
産からの充当額

うち一般正味財
産からの充当額

うち負債に対応
する額

基本財産
　　定期預金 100,000,000 100,000,000 0 0

小　計 100,000,000 100,000,000 0 0
特定資産
　　退職給付引当資産 42,533,898 0 0 42,533,898
　　自主事業調整積立金 15,000,000 0 15,000,000 0
　　財政調整基金 10,809,290 0 10,809,290 0

小　計 68,343,188 0 25,809,290 42,533,898
合　計 168,343,188 100,000,000 25,809,290 42,533,898

(単位：円)
科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 備　考

　車輌運搬具 2,449,230 2,449,228 2
　備品 6,469,315 6,469,295 20
　ソフトウエア 590,625 590,625 0

合　計 9,509,170 9,509,148 22

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　（３）消費税の会計処理
　　　　　消費税の会計処理は、税込み方式を採用している。

　３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　している。

財務諸表に対する注記

　１　重要な会計方針
　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　（２）引当金の計上基準
　　　　　車輌運搬具、備品及びソフトウエアについて、定額法による減価償却を実施している。

　　　　　退職給付引当金について、職員の退職給付に備えるため、当期末における要支給額を計上
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　２　引当金の明細

(単位：円)

目的使用 その他

退職給付引当金 39,886,439 2,647,459 0 0 42,533,898

　 基本財産及び特定資産の明細は、「財務諸表に対する注記」の２．基本財産及び特定資産の

増減額及び残高に記載してあるため省略する。

　１　基本財産及び特定資産の明細

附　　属　　明　　細　　書

当期減少額
期首残高科　　目 当期増加額 期末残高
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場所・物量等 使用目的等 金　　　　　額

（流動資産）

現金預金

　小口現金 手許保管 運転資金として 466,384

　預金 山口銀行下松支店／普通預金 同上 1,139,742
東山口信用金庫栄町支店／普通預金 同上 22,500,970

ゆうちょ銀行／当座預金 同上 0

未収金 下松医師会他の未収金 光熱水料費等の未収分 50,759

前払金 オービック他の前払金 翌年度管理費用等の支払として 66,605

24,224,460

（固定資産）

  基本財産

定期預金 山口銀行下松支店／定期預金 公益目的保有財産であり、 100,000,000
運用益を公益目的事業の財

源として使用している。

　特定資産

退職給付引当資産 東山口信用金庫栄町支店／定期預金 職員退職給付引当金見合の 42,533,898
引当資産として管理している。

自主事業調整積立金 東山口信用金庫栄町支店／定期預金 管理目的保有財産（100％） 15,000,000

財政調整基金 山口銀行下松支店／定期預金 同上 10,809,290
　その他の固定資産

車輌運搬具 2台 （共用財産） 2
うち公益目的保有財産（80％） 1
うち収益及び管理目的保有 1
財産（20％）

備品 レジスター他19件 （共用財産） 20
うち公益目的保有財産（80％） 16
うち収益目的保有財産（20％） 4

168,343,210

192,567,670

（流動負債）

未払金 業務委託料等 公益目的事業等に関する負債 17,352,238

未払法人税等 法人税、住民税、事業税 収益目的事業に関する負債 119,600

前受金 施設利用料金・財団会費 公益目的事業及び収益目的 2,911,150
事業に使用する翌事業年

度の前受金である。

預り金 職員より預り金等 社会保険、所得税他 3,531,672

23,914,660

（固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 公益目的事業等に従事 42,533,898
する職員の退職給付引当

金である。

42,533,898

66,448,558

126,119,112

　　　資産合計

　流動負債合計

　固定負債合計

　　　負債合計

　　　正味財産

　固定資産合計

　財 産 目 録
令和２年３月３１日現在

(単位：円)
貸借対照表科目

　流動資産合計
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